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正解は Ａ．弥生
せ い か い

こ申 し み 方 法

たて穴住居の中のいろりを撮
と

りました。このいろりは調理するのに使

われていたのかと思いましたが、館長さ

んにお聞きすると、調理の火だと強すぎ

て火事になるので、弱火で、部屋を乾燥
か ん そ う

させたり、くん製を作ったりしたり、夜
せ い

のランプ代わりに使ったそうです。

いろりは弱火ランプ代わりにも

矢島満行記者 茅野市５年

たて穴住居にはたくさんの工

夫があります。入り口は南向きです。こ

れは、水はけや日当たりをよくする工夫

なんだそうです。かやぶき屋根は、スス

キを積み上げて屋根を作ります。こうす

ると雨や雪を防げます。最近、このかや
ふ せ

ぶき屋根が見直されているそうです。

ススキを積み上げて屋根づくり

桜井英輝記者 上田市６年

たて穴住居の入り口が低い理

由は、入り口が大きいと風が入って火が

よく燃えて、火事になってしまうからで

す。家の周りは森に囲まれていて、水場

もあり、動物も来ます。縄文人もいろい

ろなことを考えて自分たちの家をつくっ

ていて、すごいと思いました。

家の周りは森 動物も来ます

神服明生子記者 長野市６年

私は縄文の家を見て、冬は開

いているところが閉められなくて、寒い
し

のではないかと感じました。家の写真を

とる時に家の大きさが分かるように気を

付けました。お姉ちゃんに家の前に立っ

てもらい、家の全体が入るように、すこ

しはなれてとりました。

縄文の家大きさ分かるように

児玉彩月記者 飯山市３年

たて穴住居はムラの人たちの

協力でつくられたそうです。周りにある

木やススキなどを大切につかって、自分

たちの知識で快適な空間をつくっていた
ち し き か い て き

のだと思いました。たて穴住居をつくる

場所も、川が流れ、かりのできそうな所

につくっていたそうです。

ムラ人たちの協力でつくられた

駒木希美記者 長野市６年

与助尾根遺跡に復元された

たて穴住居を取材しました

考古館近くにある尖石。古くから
と が り い し

信仰の対象になっているそうです
し ん こ う
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【あて先】
信毎こども新聞「○○○○参加希望」係

○○○○に、

◇信毎こどもスクール「しんまい火山の学校」

◇取材教室「戦争と図書館と子どもたち」

のうち、希望するイベント名を書いてください

◇はがき 〒380－8546 長野市南県町657

◇ファクス 026・236・3193

◇メール e-chiiki@shinmai.co.jp

※同封したファクス送信用紙も利用してください

【募集期間】
◇定員になり次第、しめ切ります

◇定員になっていなくても、開催日が近くになってからの申し

込みは、受け付けられない場合があります

【記入すること】
①郵便番号 ②住所 ③小学生と保護者の名前 ④学年と年

れい ⑤電話番号

問い合わせは、信毎こども新聞編集部 ☎026・236・3110
ジオガシ旅行団の

鈴木美智子さん（右）と寺島春菜さん

竹下欣宏先生

三好雅也先生


